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■
特
定
健
診

対
象
　
40
〜
74
歳
の
有
田
市
国
保
加
入
者

内
容
　
問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・

尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

■
が
ん
検
診

対
象
　
今
年
度
に
40
歳
以
上
に
な
る
市
民

※

受
診
で
き
る
検
診
は
、
が
ん
検
診
受
診
券

に
記
載
し
て
い
ま
す
。

※

10
月
19
日
（
木
）
は
胃
が
ん
検
診
は
あ
り

ま
せ
ん
。

検
診
種
別
　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・

乳
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

※

10
月
29
日
（
日
）
は
野
菜
摂
取
レ
ベ
ル
が

分
か
る
「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
Ⓡ
」
な
ど
の
測

定
が
で
き
ま
す
。

　
　
保
険
年
金
課
　
　
℡
22 

ー 

３
５
１
２

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
82 

ー 

３
２
２
３

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
届
出
は
加
入
す
る
と
き
だ
け

で
な
く
、
被
保
険
者
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き

に
も
必
要
で
す
。
届
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、

年
金
額
が
少
な
く
な
る
場
合
や
、
受
け
取
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
左
記
に
該
当
す
る
と
き
は
、
必
ず
加
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
退
職
し
た
と
き
（
厚
生
年
金
加
入
者
）

◇
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
が
、
配
偶
者

が
厚
生
年
金
を
や
め
た
と
き
（
配
偶
者
の

扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き
・
離
婚
し
た
と
き
・

配
偶
者
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き
も
同
様
）

　
　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　
　
　
℡
０
７
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４
４
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ー 
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６
０

　
　
保
険
年
金
課
　
℡
22 

ー 

３
５
０
４
　
　

　
　
　
　
　

対
象
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取
を
さ
れ
る

方
、
電
子
証
明
書
の
更
新
の
お
知
ら
せ
が

届
い
て
い
る
方

日
時
　

　【
夜
間
】
17
時
15
分
〜
19
時
30
分

　
　
９
月
26
日
（
火
）・
28
日
（
木
）

　【
休
日
】
８
時
30
分
〜
正
午

　
　
９
月
24
日
（
日
）

持
ち
物

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
】

　
①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
②
通
知
カ
ー

ド
③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
②
③
は
お

持
ち
の
方
）
④
本
人
確
認
書
類

※

15
歳
未
満
の
方
は
、本
人
と
法
定
代
理
人
の

来
庁
及
び
本
人
確
認
書
類
の
持
参
が
必
要
。

【
電
子
証
明
書
の
更
新
】

　
①
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
通
知
書
②
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
③
本
人
確
認
書
類

　（
暗
証
番
号
を
忘
れ
た
場
合
）

※

住
所
の
変
更
手
続
き
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い

な
い
方
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
市
民
課
　
℡
22 

ー 

３
５
６
１

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転

出
届
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、
転
出
に
あ
た

り
有
田
市
役
所
へ
の
来
庁
が
原
則
不
要
と
な

り
ま
す
。
電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で
日
本
国
内
に

引
越
し
を
す
る
方
が
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※

引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
し
く

は
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
付
き
の
パ
ソ
コ

ン
が
必
要
で
す
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
１
２
０ 

ー 

９
５ 

ー 

０
１
７
８

　（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
﹇
４
番
　
マ
イ
ナ
ポ
ー

　
タ
ル
﹈
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
　
市
民
課
　
℡
22 

ー 

３
５
６
１

　
本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
謄
本
な
ど
を
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し

た
こ
と
を
登
録
者
本
人
に
郵
送
で
お
知
ら
せ

す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
委
任

状
の
偽
造
や
不
正
請
求
の
早
期
発
見
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。

対
象
　
本
市
の
戸
籍
又
は
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
が
あ
る
方（
過
去
に
あ
っ
た
方
も
含
む
）

必
要
な
も
の
　
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真

付
き
の
も
の
）、
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
、
法
定
代
理
人
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
な

ど
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類

　
　
市
民
課
　
℡
22 

ー 

３
５
６
１

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
！

　
　
　
　
　
　
　
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
　
こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
を
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取
・
更
新

　
　
　
　
の
た
め
の
夜
間
・
休
日
開
庁

引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

本
人
通
知
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

お
し
ら
せ

問問

問

問問
令
和
５
年
度

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
３
期
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
３
期
）

　
介
護
保
険
料
（
第
３
期
）

　
　
納
期
限
は
10
月
２
日
（
月
）
で
す
。

※すべて無料です。
※事前に予約が必要です。電話またはWEBにて
　お申込みください。

※10月19日（木）は胃がん検診はありません。

申込締切日

 9 月27日（水）

10月 5 日（木）

10月30日（月）

場所

保健
センター

文化福祉
センター

文化福祉
センター

受付時間

18時～19時
（ナイト健診）

８時～９時

８時～９時

実施日

10月19日（木）

10月29日（日）

11月21日（火）

WEB申込みはこちらから→

【デジタル庁】
引越しオンライン
サービス

【マイナポータル】
引越し手続きに
ついて

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【令和5年 8月 1日現在】

人口　25,916人（前月比-32人）
男　12,337人　女　13,579人
世帯数　11,709戸

ARIDA　2023. ９ ⑥

南海トラフ巨大地震 予想される津波の高さ

とるべき行動巨大地震の
場合の表現

数値での発表
（発表基準）

報
警
波
津
大

報
警
波
津

報
意
注
波
津

巨大

高い

）
い
な
し
記
表
（

10m超
（10m<高さ）

10m
（5m<高さ≦10m）

5m
（3m<高さ≦5m）

3m
（1m<高さ≦3m）

1m
（20㎝≦高さ≦1m）

沿岸部や川沿いにいる人は、ただち
に高台や避難ビルなど安全な場所へ避
難してください。
津波は繰り返し襲ってくるので、津波

警報が解除されるまで安全な場所から
離れないでください。

海の中にいる人は、ただちに海から
上がって、海岸から離れてください。
津波注意報が解除されるまで海に入

ったり海岸に近
付いたりしない
でください。

津波防災啓発ビデオ
）庁象気（」るげにらか波津「

の1シーン

ここなら安心と思わず、より高い
場所を目指して避難しましょう!

最大津波高：5m
最短到達時間：38分

初島
最大津波高：6m
最短到達時間：36分

港

最大津波高：6m
最短到達時間：35分

男浦・辰ヶ浜

最大津波高：7m
最短到達時間：33分

最大津波高：8m
最短到達時間：34分

最大津波高：10m
最短到達時間：35分

高田矢櫃・女の浦

逢井

（※最短到達時間＝津波高１ｍの到達時間）

～９月１日は防災の日です～
　防災の日を機会に、あらためて災害について考えてみましょう。
　万が一のことを考え、自分たちはどう行動すべきか、家族、ご近所と防災についてコミュニケーションを
　とっておきましょう。

地震・津波に備える！

　　防災安全課　℡ 22-3721

・津波は繰り返しやってきます。第一波が最大とは限りません。
　津波が引いても自宅等に戻ってはいけません。
・30センチの津波でも巻き込まれる恐れがあります。
・津波はとても速くやってきます。見えてからの避難は間に合いません！
・水深が浅いほど津波が高くなります。

・あらかじめどこへ逃げるか調べておきましょう。
・強い揺れや長い揺れを感じた場合や津波警報等を見聞きしたら、いち早く海岸から
　離れ、可能な限り高い場所へ避難しましょう。
・津波警報・注意報が解除され安全が確認されるまでは決して津波浸水の危険がある地
　域には立ち入らない。
・ラジオやテレビなどから、正確な情報をすばやく入手できるようにしましょう。
・ハザードマップを過信せず、できる限り高い場所をめざして避難しましょう。

想定地震による最大津波高・到達時間1

正しい知識を持ちましょう２

津波警報が発表されたら必ず避難を！３

情報入手手段の確保を！４

防災行政無線放送のデジタル化により、スマートフォン用無料アプリ「有
田市防災・行政ナビ」でも放送内容が確認できるようになりました！

iPhone用Android用

問


